
国  語 

 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ 

組織約な授業改善の推進 

〜「主体的・対話的で深い学び」の視点からの学習過程の実践と適切な評価について〜 

(2) 研究のねらい 

学習指導要領「現代の国語」「言語文化」の指導内容に基づき、単元で身に付けさせたい資質・能力

の育成を目指した学習過程の実践と評価方法について研究を行った。 

「現代の国語」については、「話すこと・聞くこと」の領域における単元の指導計画及び評価方法の

検討を行い、実践した。「言語文化」については、「読むこと」の領域における単元の指導計画及び評

価方法の検討を行い、実践した。 

 

 

２ 実践事例 

【事例１】 

(1) 単元指導計画 

ア 科目名：現代の国語 

イ 単元名：わかりやすく伝えるための３か条を考えよう 

ウ 単元の目標： 

(1)文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解することができる。［知識及び技能］ 

(1)オ 

(2)自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明確にするとともに、相手の反応を予想

して 論理の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫することができる。［思考力，判断力，表

現力等］Ａ(1)イ 

(3)言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会と関わろうとする。「学び

に向かう力，人間性等」 

 

エ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文、話、文章の効果的な組立て

方や接続の仕方について理解し

ている。(1)オ 

 

「話すこと」において、自分の考

えが的確に伝わるよう自分の立場

や考えを明確にし、論理の展開を

考えるなど、話の構成や展開を工

夫している。Ａ(1)イ 

効果的な組立て方や接続の仕方を

意識した論理的な会話表現を工夫

する中で、自分の考えが的確に伝

わるよう、聞き手からの助言など

を踏まえ、粘り強く自らの学習を

調整しようとしている。 

 

オ 単元の指導と評価の計画  ○「記録に残す評価」 

次 時 学習活動 知 思 態 
評価のポイント・ 

指導上のポイント 

１ １ ○学習の見通しを立てる。 

○論理的な表現のルールを、例文の分析を

通して知識として理解する。 

○「わかりやすく伝える」ために重要な要

素を考えさせ、Google スプレッドシー

トに書き込ませる。 

・クラス内で出てきた意見の中で、特に大

切だと考える要素を選び、「わかりやす

く伝えるための３か条」を定める。 

○ 

 
  

・書き込ませたGoogle スプレ

ッドシートをGoogle Classroom

上で全体に共有する。 

 

[知識・技能](1)オ 

「わかりやすく伝える」ための

要素を整理し、文章の効果的な

組立てや接続の仕方についての

理解を深めている。 

(ワークシート及び振り返りシ

ートの記述の確認) 



２ ２ ○構成メモを作成する(下書き程度のもの

でかまわない)。そのメモを基にグルー

プで発表する。 

・聞き手は良いところ、改善すべきところ

をメモする。発表終了後に発表者に渡

す。 

○身に付けた技能をいかして書く。 

・前時に考えた「わかりやすく伝えるため

の３か条」と今回の発表を経て聞き手か

ら受け取ったメモを参考にしながら、

「職業を選択する際に優先すべき価値観

は何か」というテーマで原稿を書く。 

 

   

・原稿は、発表を通して気が付

いたことを赤で訂正したところ

までを評価に含むことを伝え

る。 

・発表の様子を自己の媒体で動

画撮影させる。評価する物では

なく、自己の振り返りに使用さ

せる。 

・発表時間は２分程度であるこ

とを伝え、話す分量や順番を考

えさせる。 

３ ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○グループ発表を行う。 

・前回の授業で作成した原稿を基にグルー

プ発表を行う。 

・前時と同じように聞き手はメモを取る。 

○グループで意見を共有する。 

・発表の中で良かった人は誰か、またその

発表はなぜ良かったのかを考えさせる。

また、自分で定めた「わかりやすく伝え

る３か条」についても話し合う。 

○グループで共有したことを全体で発表す

る。 

 

 ○  

・グループで共有したことを全

体でも共有する。 

 

[思考・判断・表現]Ａ(1)イ 

発表や話合いを通して得た気付

きや意見を、自分の原稿や３か

条に反映させ、話の構成や展開

を改善させている。 

(ワークシート及び振り返りシ

ートの記述の確認) 

 

４ ４ 〇前時の確認をする。 

・「わかりやすく伝えるための３か条」に

ついて前時で出てきた意見について確認

を行う。 

○原稿を仕上げる。 

・自己の発表動画を見ながら(聞きなが

ら)、前時に班員から出た意見やメモを

参考にして原稿を赤で訂正する。 

○振り返りを行う。 

・クラス全体で「わかりやすく伝えるため

の３か条」を定める。１次に自分で定め

た「３か条」や発表、話合いで出た意見

を参考に最終決定をする。 

 

  ○ 

・赤で訂正する際に、なぜその

ように変更をしたのかがわかる

ように工夫をするように指示す

る。評価規準に“気付き”も含

まれていることを確認する。 

 

[主体的に学習に取り組む態度] 

発表を通して得た気付きや、話

合いを通して出てきた意見を自

分の原稿や３か条に反映させよ

うとしている(伝わりやすい原

稿にしようとしている)。 

 

 

 

カ 授業実践例 (３時間目／４時間) 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

１.本時の目標を確認する。(５分) 

・「自分の考えをわかりやすく人に伝える」ためには何が大切なのかを理解する。 

その際に、前時に行ったグループ発表の振り返りや各自で定めた「わかりやすく 

伝えるための３か条」を意識する。 

 

２.原稿を基にグループ発表を行う。(25分) 

・発表時間は１人２分間。聞き役のフィードバックや次の発表者との転換を含めて 

５分間とする。 

・フィードバックの内容を振り返りに反映できるよう、他者の助言や自己の気付き

について具体的にメモを取る。 

[思考・判断・表現]

Ａ(1)イ 

自分の考えが的確に

伝わるよう、自分の

立場や考えを明確に

するとともに、相手

の反応を予想して論

理の展開を考えるな

ど、話の構成や展開

を工夫している。 



３.グループで意見を共有する。(５分) 

・発表の中で良かった人は誰か、なぜ良かったのかを話し合う。また、自分が何を 

意識して(自分で定めた３か条)発表したのかを共有する。 

・それぞれ自分で定めた３か条が異なるが、良かった発表の共通点や複数の発表を 

聞く中で気付いたことなど、わかりやすく伝えるために大切なことへの理解を深

める。 

 

４.グループで共有したことを全体で発表する。(５分) 

・どのような発表が良かったか、他の人が納得するような発表にはどのような特徴 

があったかについて、グループで話し合ったことを発表する。 

・出てきた意見に応じて、必要があれば教員から補足の説明を行う。 

 【例】今回のスピーチでは１時間目から「わかりやすく伝えるため」に必要な要

素や内容についての指導を行ってきた。また、原稿(内容)の評価を行うことも

生徒に事前に示している。そのため「話す」ことの技術面についての意見が生

徒からは出てこない可能性がある。 

その場合には、人前で話をする際には、本単元で学んだことの他に、声の抑

揚、間の取り方や聞き手の反応をつかむなど、技術的な要素も重要であること

を補足する。 

 

５.本時のまとめと次回の見通しの説明。(５分) 

・本時の発表や意見を参考に原稿の訂正を行うことや持ち物などを確認し、次回の

活動に対して見通しをもつ。 

 

 

(ワークシート及び

振り返りシートの記

述の確認) 

 

※評価規準 

発表を通して得た気

付きや、話合いを通

して出てきた意見を

自分の原稿や３か条

に反映させ整理する

ことができた(わか

りやすく伝わる原稿

になった)。 

 

この評価規準は生徒

に提示する。 

 

    研究実施校：神奈川県立横浜翠嵐高等学校(全日制) 

    実 施 日：令和４年10月24日(月) 

    授業担当者：杉山 真里亜 教諭 

 

 

(2) 主体的・対話的で深い学びの視点に基づく指導と評価のポイント 

ア 主体的な学び 

 本単元は、「自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明確にするとともに、相手の反応

を予想して論理の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫することができる。［思考力，判断力，表

現力等］Ａ(1)イ」を単元の目標とし、「わかりやすく伝えるための３か条」という具体を考察させた上

でスピーチ原稿を作成させた。自分の考えが的確に伝わるためにはどのような工夫が必要かという視点

で省察させることによって、自分の発表原稿がより適切な表現となっているのか都度振り返りながらブ

ラッシュアップさせることができた。従前の授業においては「書きっぱなし」であることも多い中で、

このように原稿を自ら見直し、より良く伝えるための工夫が主体的になされたことは収穫であった。 

また、この原稿作成という過程を経ることで、「話すパフォーマンス力」よりも、「わかりやすく伝え

るための工夫とその実践」に着目する視点を身に付けさせることにつながった。伝わるようにしていく

工夫は、準備における工夫の段階と、パフォーマンスにおける工夫の段階と二つの段階に分けることが

できるが、本単元を通して「自分の考えが的確に伝わるよう」にするためには準備における工夫が必要

であるという実感としての学びがあったと言えるだろう。 

課題としては、中学校までの「話す・聞く」領域の学習内容とのつながりが希薄であったことが挙げ

られる。導入段階で既習事項を振り返る機会を設けることで、改めて相手や場に応じた内容や表現の工

夫の必要性について生徒に主体的に考えさせることを通して、深い学びへとつなげていきたい。 

 

イ 対話的な学び 

 単元を通して「自分の考えが的確に伝わるよう」工夫した意見を、相互に点検し改善点を出し合うと

ともに、相手の良さについても吸収しながら、より高い完成度を目指すことができた。本発表の前に練

習発表を置くことで、メモを基に構成や展開、表現について、より「伝えるための」という視点で推敲

する様子が見られた。 

アにも書いたとおり「書きっぱなし」が往々にして起きるのが高校生の活動であり、そうならないた

めには、途中で自分以外の客観的な視点を入れることと、自らが客観的な視点をもつことが必要である。



このように対話的な学びの活動を取り入れることによって、客観的視点で自らを見る訓練となった。 

これらの気付きを原稿に落とし込んだか、「わかりやすく伝えるための３か条」に反映させることが

できたかという点については、ワークシートの記述から[主体的に学習に取り組む態度]として評価した。

原稿そのものの巧拙にとらわれず、何に気付き、どう自分の原稿の改善に反映させていったか、そのつ

ながりは適切であるかという点に着目することに留意したい。 

 

ウ 深い学び 

 例文の「悪い点」を指摘する活動による「よりよく伝えるために必要な要素」について考える活動に

よって、主体的に思考を深めることができた。主張と結論の関連性や主張と論拠の結び付きといった、

論理的な文章となるために必要な要素について、学びを深めることができた。 

また、スピーチ原稿の相互評価や振り返りを通して自身の変化を可視化し分析していくことで、本単

元のみにとどまらない汎用的スキルが獲得できたと考えられる。 

課題としては、原稿作成時に、主張や論拠が相手に「伝わる」内容や表現になっているのか不安を感

じている生徒がいたことが挙げられる。また、発表の際「話すパフォーマンス力」に意識が向いてしま

い、内容を思うように伝えきれていないグループもあった。今後は、聞き手が話し手の主張を受容する

姿勢には「納得・理解・共感」の三つの側面があり、それらを得るためにどのような工夫を施して伝え

るかを意識させながら原稿作成に取り組ませたい。また、発表時にはどのような観点でスピーチを評価

するのかを事前に確認させることで、内容や表現に焦点を当て自ら吟味する指標をもたせるようにした

い。 

  

 

※生徒ワークシート記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

【事例２】 

(1)単元指導計画 

ア 科目名：言語文化 

  イ 単元名：令和最新版新古今恋歌集 〜比較して見える恋模様〜 

  ウ 単元の目標： 

(1)時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め、古典の言葉

と現代の言葉とのつながりについて理解することができる。［知識及び技能］(2)エ 

(2)作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化に

ついて自分の考えをもつことができる。［思考力，判断力，表現力等］Ｂ(1)オ 

(3)言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。「学

びに向かう力，人間性等」 

 

  エ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

時間の経過や地域の文化的特徴

などによる文字や言葉の変化に

ついて理解を深め、古典の言葉

と現代の言葉とのつながりにつ

いて理解している。(2)エ 

「読むこと」において、作品の

内容や解釈を踏まえ、自分のも

のの見方、感じ方、考え方を深

め、我が国の言語文化について

自分の考えをもっている。Ｂ(1)

オ 

和歌と現代の歌謡との共通点や

相違点を考える活動を通して、

他者の考えを基に我が国の言語

文化について自分の考えを深め

るため、粘り強く自らの学習を

調整しようとしている。 

 

 

 



 

オ 単元の指導と評価の計画  ○「記録に残す評価」 

 

 

  カ 授業実践例 (３時間目／３時間） 

学習活動（指導上の留意点も含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

１．学習の振り返りを行い、本時の目標を確認する。 

・自身が選択した和歌と、歌謡(J-POP)についての分析を整理し、交流の準備を

する。 

２．グループで交流する。 

・発表時間は１人５分とする。 

・発表者は、自分が選んだ和歌、歌謡(J-POP)についての分析、和歌と歌謡(J-

POP)の共通点と相違点について説明する。 

・聞き手は、発表者の考えを自分のスライド内のメモに簡潔に記録する。 

 [主体的に学習に取

り組む態度] 

他者の発表や意見を

踏まえ、我が国の言

語文化に対する自ら

の学習を調整し、考

えを深めようとして

いる。 

次 時 学習活動 知 思 態 
評価のポイント・ 

指導上のポイント 

１ １ 

○学習の見通しを立てる。 

・和歌の学習の振り返りを行う。 

・和歌を一首取り上げ、全体で内容、技

法等を学習する。 

・和歌の一覧を確認し、事前に準備した

歌謡(J-POP)を踏まえ、自分が興味を

もった和歌一首を選ぶ。 

○古典特有の表現を理解し、読み手の心

情や、表現技法を理解する。 

・選択した和歌の内容・技法を調べ、作

者の心情を整理する。 

・調べた内容は「Google スライド」に

まとめる。 

 

〇   

 [知識・技能](2)エ 

和歌に用いられている語の意味

や修辞技法を正しく理解し、正

確な訳解ができている。 

(｢Google スライド｣の記述) 

 

 

２ ２ 

○古典と現代におけるものの見方や感じ

方について考える。 

・現代における「歌謡(J-POP)」と、調

べた和歌とを比較、関連させ、当時と

現代のものの見方や考え方、感じ方に

ついて、共通点及び相違点を分析し、

「Google スライド」にまとめる。 

・発表の準備を行う。 

 

 〇  

 [思考・判断・表現]Ｂ(1)オ 

和歌と歌謡を関連させ、当時と

現代のものの見方や感じ方の継

承について、根拠を基に自分の

考えをもつことができている。 

(｢Google スライド｣の記述) 

 

３ ３
（
本
時
） 

〇他者のものの見方や感じ方を知り、自

身の考えを深める。 

・自身の調べた内容を発表する。 

・発表された内容に対して、自分の考え

を記入し、発表者と意見を交換する。 

・他者からのコメントを基に、自身の考

えをブラッシュアップする。 

・全体で発表内容を交流する。 

○学習の振り返りを行う。 

・グループ、全体での意見交流を終え

て、他者の発表や、他者からのコメン

トをもとにして気付いたこと、考えた

ことをまとめる。 

 

  〇 

 [主体的に学習に取り組む態度] 

他者の発表や意見をふまえ、我

が国の言語文化に対する自らの

学習を調整し、考えを深めよう

としている。 

(｢Google フォーム｣による振り

返り) 

 



・聞き手は自分のメモを基に、発表者の分析や考えについて考えたことを発表者

スライド内の交流コメント欄に入力する。 

・発表者は聞き手のコメントを見て、気付いたことや考えたことを自分のスライ

ドに記録し、自分の分析を見つめ直す。 

３．グループの中で代表者を１名選出し、全体で共有する。 

・代表発表者は、グループ内で出た考えも紹介し、それを踏まえてブラッシュア

ップした自分の分析を発表する。 

・聞き手は、発表者のスライド内の交流コメント欄に入力する。 

・指導者は、聞き手に発表者の考えの変容にも注目するよう促す。 

４．学習のまとめを行う。 

・交流を経て深まったこと、考えたことを自分のスライドにまとめる。 

・Google フォームで、学習を通しての振り返りを行う。 

 

(｢Google フォーム｣に

よる振り返り) 
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(2) 主体的・対話的で深い学びの視点に基づく指導と評価のポイント  

ア 主体的な学び  

 本単元では、「時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め、古典

の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解することができる。［知識及び技能］(2)エ」、「作品の

内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考

えをもつことができる。［思考力，判断力，表現力等］Ｂ(1)オ」を目標とし、和歌と現代の歌謡を比

較・分析して得られた学びを共有する活動を行った。現代の歌謡と比較する和歌を探す際、教員がある

程度和歌を選択して生徒に提示する手順をとったが、生徒の中には、情景や感覚に関連性のある和歌を

自ら文献やインターネットを使用して探し出し、自身の分析をより深くできるように試みる者も見られ、

積極的に比較・分析の活動に取り組み、類似点や相違点の気付きを発表する生徒が多く見られた。身近

なものとの比較によって、遠い過去のものとして認識してしまいがちな古典、和歌の魅力を理解するこ

とにつながり、自分のものの見方や考え方を深めるきっかけとなったと言える。 

振り返りには、「感情、情景、環境、行動など多面的に物事の違いや似ているところを観察し、今後

の国語の読解や生活そのものにもいかしていきたいと思う。」など、今後の学ぶ姿勢や方法にも言及す

る生徒が見られた。単元間のつながりも意識して、生徒の学びがより意欲的で深いものとなるよう今後

の授業を展開していくことが必要である。 

  

イ 対話的な学び  

 本単元では、比較・分析の際のワークシートとして、「Google スライド」を使用した。これは、学習

を進める際の振り返りやすさやまとめやすさを考えたものであり、スライドの中には、他者との交流で

得られた学びを整理できるよう、「班員からのコメント」スライドを用意した。班員が、発表者の比較、

分析を聞いて気付いたことや考えたことを入力することで、自身の比較、分析によって得られた学びだ

けではなく、同じ現代に生きる人の、自分とは異なった感性やものの見方や考え方を知ることにつなが

った。発表者も聞き手も、より多くの学びを得られた活動であったと言える。 

 課題としては、発表を聞いてコメントをする際に、自身の感想のみを入力して活動を終えてしまって

いる生徒が見られ、聞き手、発表者の両者にとって自分の考えを深める機会が少なくなってしまったこ

とが挙げられる。改善策として、コメント入力の際に、伝える内容について指定したり、発表者に疑問

を投げかけるようにして考えるきっかけを作ったりする等、スライドを工夫し、活動の道筋を示すこと

が必要である。 

 

ウ 深い学び  

比較・分析の活動を経て、共通点と相違点について、言葉のもつ意味やイメージの普遍性、時代の流

れによる変化について考えることができており、古典と現代の言葉のつながりについて考えを深められ

ていた。また、生徒の振り返りの中には、上記の気付きを基にして相違点が生じた要因について文化的

な背景の違いや、人とのつながり方の違い、価値観の違いなど、多様な視点から理由を分析している生

徒が見られた。古典と現代とをつなぎ、我が国の言語文化について自分の考えをもつことを実感できた

学びであったといえる。 

学習のまとめでは、グループでの交流後、他者からの意見や疑問を基に考えた内容を踏まえてまとめ



のスライドを作成する活動を行った。まとめのスライドには、他者から指摘されたことを基にして新た

に考えたことや感じたことを整理する生徒が多く見られ、欠けていた視点や新たな感覚を得て、自らの

考えを深めることができていた。 

 課題としては、歌謡と和歌の比較の際に、歌謡の分析に重きを置いてしまい、和歌の理解や古典と現

代とのつながりにまで学びを深められなかった生徒がいたことが挙げられる。指導事項として「言葉」

に注目することを大切にさせるために、分析するポイントを絞って考えやすくなるような声掛けが必要

であった。また、交流を経て自分の考えを深める場面では、発表時間の短さによって発表者の分析を理

解できないままコメントせざるをえない生徒や、コメントが感想のみで終了しているグループ等、他者

からのコメントが上手く機能しない場面があったことも反省点であった。「イ 対話的な学び」で述べた

ように、他者との交流が、多様なものの見方や考え方を理解するための重要な活動となったことを踏ま

えると、スライドの中にコメントする観点を示すものを用意するなどして、交流を有意義なものとする

ような手立てが求められる。 
 

＊生徒が作成したスライドの例 



 

 

 
 

 

＊ 学習の振り返り（生徒の記述より抜粋） 

・短歌という昔に書かれたものは初めて触れるにはハードルが高いけれど現代のJ-POPと比べて同じ点や違

う点を探すととても理解が深まりやすいなと思った。   

・短歌の現代語訳など調べていく中で現代を生きる私たちと昔を生きた詩人には同じ感情があることが分か

った。逆に時代の環境は異なっていて、例えば「想いが伝えられない」でも昔は立場的に付き合えなかっ

たことがあるのに対し、現代では恥ずかしがってしまって付き合えなかったりするという違いも分かった。

今回の授業を通して似ているけれども性質が違う二つの物の比べ方が少しうまくなったと思う。 

・感情、情景、環境、行動など多面的に物事の違いや似ているところを観察し、今後の国語の読解や生活そ

のものにもいかしていきたいと思う。 

・今回は、他の人の発表を聞いて、様々な和歌とJ-POPについて知り、考えを広げることが出来ました。自

分のプレゼンでは、上手く言いたいことが伝わらなかった部分もあるので、説明の仕方やスライドをより

工夫してまたこのような機会があったときに改善できるようにしたいです。時代は違っていても変わらな

い部分や全く異なる部分も発見できて、とても面白い授業でした。これから古典や昔の文学作品等を学ぶ

ときは、その時代ならではの表現や心情などにも注目をして読み取りながら学びたいと思いました。 

・和歌と現代の曲を比較するという点が非常に面白かった。今回和歌を深堀したことによって同じ言葉でも

使うタイミングによって受け取られ方が違ったり、一つの言葉でも複数の意味があったりすることが分か

り、非常に奥の深い言葉遊びだと感じた。時間があるときに和歌を作ってみるのも面白いと思った。 

・和歌を通して、日本人の性質が変わったのかなとか様々な事を読み取ることが出来た。ただ、これはこう

いうものだって頭で決めつけて自ら思考の幅を狭めちゃってたのか、全然友達の発表に対して気になった

点とかをあげることが出来なかったので、もっと柔軟に思考をロックせずに考えたい。 

 

 

 


